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１．はじめに 
 高齢化に伴い認知症高齢者は増加傾向にある。厚生労働省の調査によると、「認知症高齢者の
日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者は2010年280万人から2025年には470万人に達すると推計されて
いる。近年、認知症をめぐる問題はあとを絶たない。認知症高齢者が地域生活を継続していくに
は、保健・医療・福祉のサービスと地域住民の参画による包括的な展開が必要となる。 
 木村らは、大学生の認知症高齢者へのイメージとその関連要因（2013)１）について研究をした。
結果、認知症高齢者のイメージの因子分析の結果導き出された４因子、「尊厳性」「親和性」「俊
敏性」「日常性」の平均は３点以下で、否定的評価となった。関連要因として、祖父母との同居
の有無、自分が将来認知症になることの不安があがり、祖父母と同居している群の方が、認知症
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高齢者のイメージが否定的評価傾向になっていた。認知症高齢者と接した場合の対応の自由記述
から多くの学生は何らかの関わりをもとうとする、したいということがわかった。大学生に認知
症高齢者を現実的な理解を促す関わりが必要となり、認知症の病気の理解、認知症高齢者への対
応の仕方、認知症高齢者サポートあり方、地域での暮らし方について知識の普及が必要であるこ
とがわかった。これらをもとに、大学生に認知症の啓発授業を行った。 
 認知症高齢者が尊厳を保ちながら、穏やかに、家族も安心してすごすことができる社会をつく
るには、認知症の正しい知識を普及させていくことが必要となる。今回は認知症高齢者への理解
をすすめるための、教育方法の資料を得るために、認知症啓発授業前後での大学生の認知症高齢
者へのイメージの変化を明らかにすることを目的とした。 
 
２．研究目的 
 認知症啓発授業前後での大学生の認知症高齢者へのイメージの変化を明らかにし、認知症高齢
者への理解を進めるための、教育方法の資料を得る。 
 
３．研究方法 
(1) 調査対象 
 大学で高齢者関連の科目を受講する学生を対象に、認知症の啓発授業前後で、質問紙調査を実
施した。調査対象は１～４年生 248人。 
(2) 調査方法 
 認知症の啓発授業前後で、研究目的を説明し、一斉に無記名式質問紙を記入してもらった。回
収はその場で回収するか、もしくは既設した回収ボックスにて、回収した。質問紙の提出をもっ
て、同意を得られたものとした。 
(3) 認知症啓発授業の内容 
 認知症啓発授業、二回に分けて実施した。一回目の授業では「認知症の理解」、二回目は「認
知症高齢者の心と対応の仕方」でおこなった。授業「認知症の理解」の詳細は認知症の中核症状
である記憶障害が社会生活、日常生活に及ぼす影響、周辺症状である不安、抑うつ傾向、徘徊、
蒐集癖、異食、ものとられ妄想、失行、暴言、夕暮れ症候群など説明をした。環境、介護者の関
わりによって、周辺症状が悪化していく循環を説明した。VTR「老人看護学シリーズ、痴呆老人
の看護、痴呆老人の特徴」を視聴した。 
 授業「認知症高齢者の心と対応の仕方」では、クリスティーン・ボーデン著、檜垣陽子訳の
「私は誰になっていくの？ アルツハイマー病者からみた世界」の一節を紹介し、自身が語って
いる記憶が不確かであることでの不安・混乱する認知症の人の心模様を示した。次に研究者が作
成した事例をもとに、認知症高齢者のこころ、対応について考えるようにした。そのあと、高齢
者をよくする会・京都制作のＶＴＲ「ボケなんか怖くない、グループホームで立ち直る人々」を
視聴した。 
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(4) 質問項目 
 認知症高齢者のイメージ（中野らのSD法における老人イメージスケール）。 
 認知症について思うことを自由記述にした。 
(5) 統計処理 
 認知症のイメージは各形容詞対の平均値を授業前後で算出し、群間の平均値のｔ検定を統計用
ソフトPASW18にておこなった。 
 自由記述である認知症について思うことはテキストマイニング手法の統計用ソフトKh coderに
て、授業前後で、頻出語、共起ネット分析、クラスター分析をし、比較検討した。 
(6) 調査期間 
 2012年10月～2013年１月 
(7) 倫理的配慮 
 対象者へ質問紙を配布する際、調査の目的と主旨を説明した後に調査は無記名であることに加
えてデータ全体をコンピューター処理するため、個人が特定されることは決してないこと、研究
協力は自由意志によるもので断っても不利益を被らないこと、質問紙の提出をもって調査に同意
が得られたものと解釈することを依頼文に添えて説明し、調査を実施した。 
 
４．結果 
(1) 対象者 
 対象者は授業前では248人、授業後で102人であった。 
(2) 認知症高齢者のイメージ 形容詞対の平均値 （表１、図１） 
 認知症啓発授業前は、17項目中、平均値が３点以上の肯定的評価がされたのは、「暖かい－冷
たい」（3.06±0.65）の１項目のみであった。一方、平均値の最も低かったのは、「速い－遅い」
（2.48±0.69）であった。「速い－遅い」以外の項目は2.5以上3.0未満であった。 
 認知症啓発授業後、平均値が３点以上の肯定的評価がされたのは、「暖かい－冷たい」（3.06±
0.65）、「きちんとした－だらしない」（3.03±0.59）、「良い－悪い」（3.02±0.50）の３項目に増
えた。一方、平均値の最も低かったのは、「速い－遅い」（2.48±0.83）であった。17項目すべて、
授業前後の変化が有意差の認められる項目はなかった。 
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表１ 認知症啓発授業前後の認知症高齢者のイメージの変化（SD法) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 認知症啓発授業前後の認知症高齢者のイメージの変化（SD法) 
 
(3) 自由記述「認知症について思うこと」についてテキストマイニング手法による分析 
 認知症啓発教育授業前後で、頻出語、共起ネットワーク、階層的クラスター分析をし、比較検
討した。 
1) 頻出語分析 
 頻出語分析では前では抽出語4030、重なり語数602、後では抽出語5800、重なり語数647であっ
た。 
 形容詞の変化は、授業前では「優しい」「悲しい」「怖い」「恐ろしい」など23種類、授業後で
は「怖い」「悲しい」「良い」「悪い」など25種類となり、形容詞の数が増した。肯定的な形容詞
が前では「優しい」「詳しい」「楽しい」「良い」「粘り強い」５種類、「良い」「優しい」「温かい」
「楽しい」「強い」「素晴らしい」「暖かい」７種類であった。（表２） 
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 形容動詞の変化は授業前では35種類、授業後では37種類であった。５回以上の頻出語は、前で
は「大変」「普通」「必要」「不安」、後では「大変」「大切」「普通」「大事」「不安」「必要」であ
った。（表３） 
 サ変名詞の変化は授業前では57種類、授業後では57種類であった。５回以上の頻出語は、前で
は「認知」「対応」「接」「話」「病気」「イメージ」「記憶」「手助け」「説明」「不安」「理解」、後
では「認知」「介護」「対応」「理解」「施設」「病気」「世話」「生活」「話」「行動」であった。（表
４） 
 名詞の変化は授業前では76種類、授業後では87種類であった。５回以上の頻出語は、前では
「自分」「家族」「周り」「高齢」「相手」、後では「自分」「高齢」「気持ち」「周り」「症状」「ビデ
オ」「機会」「祖母」「名前」「老人」であった。動詞の変化は授業前では87種類、授業後では79種
類であった。５回以上の頻出語は、前では「思う」「接する」「忘れる」「接す」「聞く」「分か
る」「言う」「考える」「話しかける」「話す」「変わる」「覚える」「関わる」「合わせる」「支える」
「助ける」「答える」、後では「思う」「見る」「忘れる」「感じる」「考える」「分かる」「接す」
「接する」「言う」「聞く」「知る」「驚く」であった。 
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表２ 自由記述 形容詞の変化 表３ 自由記述 形容動詞の変化 
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表４ 自由記述 サ変名詞の変化 
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2) 共起ネットワーク、階層的 
  クラスター分析 
 頻出語の関係を共起ネット、クラス
ター分析で見た。共起ネットで示され
ている図では頻出語は円が大きく、語
と語の関連が強いほど線が太くなって
いる。 
 授業前は、「話を聞く」「認知症は大
変に思う」「家族・周りが分かる」「忘
れるのは悲しい」「優しく接する」「普
通に接する」などであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 授業前 自由記述 共起ネットワーク 
 
図２ 授業前 自由記述 クラスター分析 
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 授業後は、「自分、認知症を思う」
「高齢介護は大変である」「言ったこ
とを忘れる」「理解することを考える」
「対応してみる」「気持ちを分かる」
「周りが接する」「大切に接する」で
あった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 授業後 自由記述 共起ネットワーク 
 
図５ 授業後 自由記述クラスター分析 
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５．考察 
 木村らの先行研究３）の学生の認知症高齢者に関する自由記述から学生は何らかの関わりをも
とうとする、したいということがわかった。そこで、大学生に認知症高齢者を現実的な理解を促
す関わりが必要と考え、認知症の病気の理解、認知症高齢者への対応の仕方、認知症高齢者サポ
ートあり方、地域での暮らし方について認知症啓発授業を行った。 
 本研究では、大学生の抱く認知症高齢者のイメージSD法の結果は授業前後で明らかな変化は
認められなかった。授業前では17形容詞対のうち、平均値が３点以上の肯定的評価がされたのは、
「暖かい－冷たい」の１項目のみであったが、「暖かい－冷たい」、「きちんとした－だらしない」、
「良い－悪い」の３項目に増えた。最も否定的要素は前後とも「速い－遅い」であった。 
 しかし、自由記述「認知症について思うこと」は、授業後では研究参加人数が少なかったにも
かかわらず、語彙数は増加していた。また、自由記述の形容詞の数も、増していた。肯定的イメ
ージを現す形容詞の数も増していた。授業前に学生が書いた形容詞で「優しい」10人が使ってい
たが、授業後では３人と減っていた。肯定的形容詞であったため、使われ方をみた、前では、
「認知症の高齢者に優しく接する」と使われていたが、後では減少していた。後では「認知症高
齢者の気持ちが分かる」が増していたため、啓発授業の内容での認知症のこころの理解の必要性
が伝わったと考えられる。認知症の理解が深化したと伺えた。他の形容詞で頻度の多い語で授業
前に、「悲しい」があった。「悲しい」は記憶を忘れてしまう認知症高齢者の症状に「悲しい」と
使っていた。「悲しい」とイメージするのは、認知症高齢者が抱える記憶障害について使われる
ことがわかった。 
 自由記述が、授業前は、「話を聞く」「認知症は大変に思う」「家族・周りが分かる」「忘れるの
は悲しい」「優しく接する」「普通に接する」などであった。授業後は、「自分、認知症を思う」
「高齢介護は大変である」「言ったことを忘れる」「理解することを考える」「対応してみる」「気
持ちを分かる」「周りが接する」「大切に接する」であった。記憶障害から認知症高齢者への理解、
対応の仕方といった内容となっていた。トム・キットウッドの提唱しているパーソンド・センタ
ードケアは認知症の人の気持ちや立場を理解することから始まる４）。共感的理解が大切である。
学生の自由記述から、認知症啓発授業の効果があったと考える。 
 木村らが地域住民を対象に「認知症と聞いてイメージすること」を自由記述にて調査した。
「物忘れ」「記憶障害」といった中核症状、「脳委縮」「アルツハイマー」「老化」といった病気・
病態、「徘徊」「人格破壊」、「抑うつ」などの周辺症状が主な内容であった５）。 
 村山らが小学生・中学生を行った調査の自由記述「認知症高齢者のイメージ」は、「記憶障害」
「言語障害」「病気」「不安・焦燥」となっていた６）。 
 桂ら、吉川らの調査のように看護学生が学年のあがるにつれて、知識が実習などを通して深化
すること、介護経験を積むことで、認知症のイメージが肯定的評価に変化としたとある７）８）。 
 今回の認知症啓発教育では、認知症の方の自らの語り、日々の生活がわかるVTRを活用して、
認知症理解を促した。実際に、認知症高齢者と接する体験はしていない。教材を工夫することで、
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理解を促すことは可能であることがわかった。今後、授業での取り組みとして、認知症の病気の
理解だけではなく、認知症高齢者への共感的理解、認知症高齢者への対応の仕方、認知症高齢者
サポートあり方の普及が必要であることが示唆された。 
 
６．おわりに 
 本研究では、大学生の抱く認知症高齢者のイメージSD法の結果は授業前後で明らかな変化は
認められなかった。しかし、自由記述「認知症について思うこと」は、授業後では研究参加人数
が少なかったにもかかわらず、語彙数は増加していた。啓発授業後の記述には「自分、認知症を
思う」「理解することを考える」「気持ちを分かる」の認知症高齢者への共感的理解、「対応して
みる」「大切に接する」の対応についての記述があった。認知症啓発授業の効果があったと考え
られた。 
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